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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期

中間会計期間
第12期

中間会計期間
第11期

会計期間
自2024年６月１日
至2024年11月30日

自2025年６月１日
至2025年11月30日

自2024年６月１日
至2025年５月31日

売上高 （千円） 780,414 964,230 1,637,523

経常利益 （千円） 221,091 210,056 408,188

中間（当期）純利益 （千円） 152,175 141,787 281,636

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 92,776 95,186 92,880

発行済株式総数 （株） 5,067,326 5,090,202 5,068,159

純資産額 （千円） 772,255 1,048,324 901,925

総資産額 （千円） 1,798,684 2,243,818 2,243,652

１株当たり中間（当期）純利益 （円） 30.07 27.89 55.62

潜在株式調整後１株当たり中間

（当期）純利益
（円） 29.64 27.61 54.87

１株当たり配当額 （円） － － －

自己資本比率 （％） 42.93 46.72 40.20

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 138,927 291,520 387,323

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △97,778 △112,643 △213,557

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △21,802 △20,378 △46,584

現金及び現金同等物の中間期末

（期末）残高
（千円） 1,047,727 1,312,804 1,151,883

　（注）１．当社は中間連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移について

は記載しておりません。

２．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

３．１株当たり配当額は配当を実施していないため、記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当中間会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当中間会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等の

リスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当中間会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

　当中間会計期間につきましては、「abceed」のサービス改善、コンテンツの拡充と販売拡大に注力し、一般ユー

ザー、法人等の有料会員数の獲得を図ってまいりました。当中間期末時点において、有料会員数は12.6万人となっ

ており、前四半期末時点からは0.8万人の増加となりました。例年通りに10月には一般ユーザー向けのProプラン半

額キャンペーンを実施し、有料会員数は伸長しております。

　引き続き新規コンテンツの追加やユーザビリティの向上に資する機能改善や品質の向上に取り組んでおります。

2025年10月には連続記録フリーズ機能をリリースしており、ユーザーの学習継続に繋がっております。

　コンテンツ面では、2025年12月にはギャガ株式会社が配給を行う映画作品の配信を開始しており、映画・ドラ

マ・アニメ作品を充実させることができております。今後も幅広いジャンルのコンテンツのライセンス獲得に向け

た準備を進め、いっそう強化してまいります。

　法人向けについては、導入法人数は当中間期末時点で累計598件まで伸長しております。人員の拡充及び営業体

制の強化を進めており、中長期的な顧客開拓に繋がる取組みを推進しております。

　このような状況のなか、当中間会計期間の経営成績は、売上高964,230千円（前年同期比23.6％増）、営業利益

207,088千円（前年同期比6.5％減）、経常利益210,056千円（前年同期比5.0％減）、中間純利益141,787千円（前

年同期比6.8％減）となりました。

　当社は教育サービス事業の単一セグメントであるため、セグメント情報は記載しておりません。

 

 ユーザー数

有料会員数

（期末時点）

（注１）

対応タイトル数

2020年５月期末 116.5万人 1.2万人 243

2021年５月期１Q末 126.9万人 1.5万人 266

2021年５月期２Q末 141.7万人 2.0万人 303

2021年５月期３Q末 158.8万人 2.3万人 336

2021年５月期末 179.7万人 3.2万人 380

2022年５月期１Q末 195.8万人 3.3万人 396

2022年５月期２Q末 213.5万人 3.8万人 421

2022年５月期３Q末 233.1万人 4.5万人 476

2022年５月期末 257.6万人 5.7万人 550

2023年５月期１Q末 276.0万人 5.6万人 616

2023年５月期２Q末 295.3万人 6.1万人 636

2023年５月期３Q末 316.4万人 6.5万人 676

2023年５月期末 343.2万人 7.6万人 747

2024年５月期１Q末 364.4万人 8.1万人 808

2024年５月期２Q末 386.6万人 8.4万人 898

2024年５月期３Q末 412.0万人 9.2万人 959

2024年５月期末 448.6万人 10.1万人 1,044

2025年５月期１Q末 474.8万人 9.9万人 1,086

2025年５月期２Q末 500.1万人 10.6万人 1,118

2025年５月期３Q末 526.3万人 10.8万人 1,172

2025年５月期末 558.4万人 11.7万人 1,230

2026年５月期１Q末 582.2万人 11.9万人 1,288

2026年５月期２Q末 606.8万人 12.6万人 1,331
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導入法人数

期中利用数

（注２）

累計

導入数

2020年５月期末 ４件 ４件

2021年５月期末 74件 75件

2022年５月期末 177件 203件

2023年５月期末 224件 317件

2024年５月期末 257件 430件

2025年５月期末 315件 553件

2026年５月期１Q末 225件 576件

2026年５月期２Q末 275件 598件

（注１）有料会員数に関する季節性要因を補足いたします。

１Qは、英語学習者の学習意欲等の変動による年間を通じた閑散期であることを要因として増加幅は微

増もしくは微減となる傾向にあります。今期１Qは、前期同様に一般個人向けProプラン割引キャンペー

ンは実施しなかったものの、若干の増加となりました。

２Qは、例年同キャンペーンを実施しており、会員数は相応に純増する傾向にあり、今期２Qも同キャン

ペーンを実施して相応の純増を達成いたしました。

３Qは、例年同キャンペーンを実施しており、会員数は相応に純増する傾向にあります。

４Qは例年４月に同キャンペーンを実施するため大幅に会員数を増加させる傾向にあり、加えて学校

（中学校・高校）における新年度の新規会員数が追加されます。

（注２）期中に有料で利用された法人数を記載しております。2026年５月期については、期首から各四半期末時

点までの累計期間で算出しております。

 

(2）財政状態の状況

（資産）

　当中間会計期間末における総資産につきましては、前事業年度末に比べ165千円増加し、2,243,818千円となりま

した。これは主に、現金及び預金が160,921千円増加、ソフトウエアが51,975千円増加した一方、売掛金が131,436

千円減少、前払費用が85,134千円減少したことによるものであります。

 

（負債）

　当中間会計期間末における負債につきましては、前事業年度末と比べ146,233千円減少し、1,195,494千円となり

ました。これは主に、契約負債が83,066千円減少、買掛金が28,135千円減少、未払法人税等が15,111千円減少した

ことによるものであります。

 

（純資産）

　当中間会計期間末における純資産につきましては、前事業年度末と比べ146,399千円増加し、1,048,324千円とな

りました。これは主に、資本金が2,305千円増加、資本準備金が2,305千円増加、中間純利益141,787千円の計上に

より利益剰余金が増加したことによるものであります。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

　当中間会計期間末における現金及び現金同等物は、前事業年度末より160,921千円増加し、1,312,804千円となり

ました。当中間会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した現金及び現金同等物は、291,520千円（前年同期は138,927千円の獲得）となりました。

これは主に税引前中間純利益210,056千円の計上、売上債権の減少131,436千円、法人税等の支払い83,381千円等に

よるものであります。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した現金及び現金同等物は、112,643千円（前年同期は97,778千円の使用）となりました。

これは主に無形固定資産の取得による支出110,956千円によるものであります。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した現金及び現金同等物は、20,378千円（前年同期は21,802千円の使用）となりました。こ

れは株式の発行による収入4,611千円、長期借入金の返済による支出24,990千円によるものであります。

 

(4）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当中間会計期間において、会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定について重要な変更はありません。

 

(5）経営方針・経営戦略等

　当中間会計期間において、当社が定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はありません。

 

(6）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当中間会計期間において、当社が認識する優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はあ

りません。

 

(7）財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

　当中間会計期間において、当社が定めている財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針

について重要な変更はありません。

 

(8）研究開発活動

　該当事項はありません。
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３【重要な契約等】

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 19,544,000

計 19,544,000

 

②【発行済株式】

種類
中間会計期間末現在発行
数（株）
（2025年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2026年１月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,090,202 5,116,869
東京証券取引所

グロース市場

完全議決権株式であ

り、株主としての権

利内容に何ら制限の

ない当社における標

準となる株式であり

ます。

また、単元株式数は

100株であります。

計 5,090,202 5,116,869 － －

（注）　提出日現在発行数には、2026年１月１日からこの半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された株

式数は、含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2025年６月１日～

2025年11月30日（注）
22,043 5,090,202 2,305 95,186 2,305 93,186

　（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．2025年12月１日から2025年12月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が26,667株、資

本金及び資本準備金がそれぞれ333千円増加しております。
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（５）【大株主の状況】

  2025年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

幾嶋　研三郎 東京都港区 3,234,800 63.54

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海１丁目８－１２ 523,000 10.27

上赤　一馬 東京都港区 167,833 3.29

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 126,403 2.48

株式会社としすみ 東京都渋谷区広尾５丁目４番１２号 96,000 1.88

ＢＢＨ ＬＵＸ／ＢＲＯＷＮ ＢＲＯ

ＴＨＥＲＳ ＨＡＲＲＩＭＡＮ （Ｌ

ＵＸＥＭＢＯＵＲＧ） ＳＣＡ ＣＵ

ＳＴＯＤＩＡＮ ＦＯＲ ＳＭＤ－Ａ

Ｍ ＦＵＮＤＳ － ＤＳＢＩ ＪＡＰ

ＡＮ ＥＱＵＩＴＹ ＳＭＡＬＬ Ｃ

ＡＰ ＡＢＳＯＬＵＴＥ ＶＡＬＵＥ

（常任代理人　株式会社三井住友銀

行　デットファイナンス営業部長　

山田光）

８０ ＲＯＵＴＥ Ｄ’ＥＳＣＨ ＬＵＸ

ＥＭＢＯＵＲＧ ＬＵＸＥＭＢＯＵＲＧ

Ｌ－

１４７０

（東京都千代田区丸の内１丁目１番２

号）

49,500 0.97

ＲＥ ＦＵＮＤ １０７－ＣＬＩＥＮ

Ｔ ＡＣ

（常任代理人　シティバンク、エ

ヌ・エイ東京支店　カストディ業務

部長　石川　潤）

ＭＩＮＩＳＴＲＩＥＳ ＣＯＭＰＬＥＸ

ＡＬＭＵＲＱＡＢ ＡＲＥＡ ＫＵＷＡＩ

ＴＫＷ １３００１

（東京都新宿区新宿６丁目２７番３０

号）

43,000 0.84

指田　恭平 東京都港区 32,572 0.63

楽天証券株式会社共有口 東京都港区南青山２丁目６番２１号 29,700 0.58

足立　雅美千 神奈川県横浜市戸塚区 26,500 0.52

計 － 4,329,308 85.05

　（注）2025年９月19日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、アモーヴァ・アセット

マネジメント株式会社が2025年９月15日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社と

して当中間会計期間末現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めてお

りません。

　　　　なお、その大量保有報告書の変更報告書の内容は次のとおりであります。

 

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）

株式等保有割合

（％）

アモーヴァ・アセットマネジメント

株式会社
東京都港区赤坂九丁目7番1号 495,700 9.74
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（６）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

    2025年11月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,087,700 50,877

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式です。なお、単元

株式数は100株です。

単元未満株式 普通株式 2,502 － －

発行済株式総数  5,090,202 － －

総株主の議決権  － 50,877 －

 

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．中間財務諸表の作成方法について

　当社の中間財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（昭和38年大蔵省令第59号。以下

「財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　また、当社は、金融商品取引法第24条の５第１項の表の第１号の上欄に掲げる会社に該当し、財務諸表等規則第１

編及び第３編の規定により第１種中間財務諸表を作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、中間会計期間（2025年６月１日から2025年11月30日

まで）の中間財務諸表について、太陽有限責任監査法人による期中レビューを受けております。

 

３．中間連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、中間連結財務諸表を作成しておりません。
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１【中間財務諸表】

（１）【中間貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前事業年度

（2025年５月31日）
当中間会計期間
（2025年11月30日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,151,883 1,312,804

売掛金 330,398 198,962

前払費用 348,626 263,491

その他 263 263

流動資産合計 1,831,171 1,775,521

固定資産   

有形固定資産   

建物附属設備 19,133 19,133

工具、器具及び備品 11,923 13,610

減価償却累計額 △16,377 △18,707

有形固定資産合計 14,678 14,035

無形固定資産   

ソフトウエア 337,046 389,021

ソフトウエア仮勘定 10,473 14,956

無形固定資産合計 347,519 403,977

投資その他の資産   

投資有価証券 19,980 19,980

敷金及び保証金 1,500 1,500

繰延税金資産 28,803 28,803

投資その他の資産合計 50,283 50,283

固定資産合計 412,481 468,297

資産合計 2,243,652 2,243,818
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  （単位：千円）

 
前事業年度

（2025年５月31日）
当中間会計期間
（2025年11月30日）

負債の部   

流動負債   

買掛金 82,755 54,620

未払金 53,376 62,789

未払費用 50,488 60,452

短期借入金 30,000 30,000

１年内返済予定の長期借入金 49,980 50,012

契約負債 892,188 809,122

賞与引当金 32,677 35,012

未払消費税等 30,815 17,049

未払法人税等 83,214 68,103

その他 3,854 978

流動負債合計 1,309,350 1,188,139

固定負債   

長期借入金 27,827 2,805

資産除去債務 4,550 4,550

固定負債合計 32,377 7,355

負債合計 1,341,727 1,195,494

純資産の部   

株主資本   

資本金 92,880 95,186

資本剰余金   

資本準備金 90,880 93,186

資本剰余金合計 90,880 93,186

利益剰余金   

その他利益剰余金   

繰越利益剰余金 718,164 859,951

利益剰余金合計 718,164 859,951

株主資本合計 901,925 1,048,324

純資産合計 901,925 1,048,324

負債純資産合計 2,243,652 2,243,818
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（２）【中間損益計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

売上高 780,414 964,230

売上原価 409,850 500,094

売上総利益 370,563 464,135

販売費及び一般管理費 ※ 149,017 ※ 257,047

営業利益 221,546 207,088

営業外収益   

受取利息 87 1,086

受取配当金 0 －

為替差益 1,116 2,422

雑収入 126 56

営業外収益合計 1,330 3,566

営業外費用   

支払利息 689 598

雑損失 1,096 －

営業外費用合計 1,785 598

経常利益 221,091 210,056

税引前中間純利益 221,091 210,056

法人税等 68,916 68,269

中間純利益 152,175 141,787
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（３）【中間キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前中間純利益 221,091 210,056

減価償却費 36,801 54,168

受取利息及び受取配当金 △87 △1,086

支払利息 689 598

為替差損益（△は益） △1,116 △2,422

売上債権の増減額（△は増加） 54,297 131,436

仕入債務の増減額（△は減少） △26,241 △28,135

その他の流動資産の増減額（△は増加） △45,156 85,134

その他の流動負債の増減額（△は減少） △42,480 △75,336

小計 197,797 374,413

利息及び配当金の受取額 87 1,086

利息の支払額 △689 △598

法人税等の支払額 △58,268 △83,381

営業活動によるキャッシュ・フロー 138,927 291,520

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △1,190 △1,687

無形固定資産の取得による支出 △96,587 △110,956

投資活動によるキャッシュ・フロー △97,778 △112,643

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △24,990 △24,990

株式の発行による収入 3,187 4,611

財務活動によるキャッシュ・フロー △21,802 △20,378

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,116 2,422

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 20,462 160,921

現金及び現金同等物の期首残高 1,027,264 1,151,883

現金及び現金同等物の中間期末残高 ※ 1,047,727 ※ 1,312,804
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【注記事項】

（中間財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当中間会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率

を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、

法人税等に含めて表示しております。

 

（中間損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自　2024年６月１日
至　2024年11月30日）

当中間会計期間
（自　2025年６月１日
至　2025年11月30日）

給与及び手当 30,695千円 39,329千円

役員報酬 17,828千円 17,299千円

支払報酬 9,289千円 9,000千円

賞与 8,314千円 10,727千円

広告宣伝費 27,318千円 104,567千円

減価償却費 1,710千円 2,330千円

 

（中間キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の中間期末残高と中間貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のとおりで

あります。

 
前中間会計期間

（自　2024年６月１日
至　2024年11月30日）

当中間会計期間
（自　2025年６月１日
至　2025年11月30日）

現金及び預金勘定 1,047,727千円 1,312,804千円

現金及び現金同等物 1,047,727 1,312,804

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前中間会計期間（自　2024年６月１日　至　2024年11月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当中間会計期間（自　2025年６月１日　至　2025年11月30日）

１．配当金支払額

　該当事項はありません。

 

２．基準日が当中間会計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当中間会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社の事業は教育サービス事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載は省略しております。

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

  （単位：千円）

 
前中間会計期間

（自　2024年６月１日
　　至　2024年11月30日）

当中間会計期間
（自　2025年６月１日
　　至　2025年11月30日）

一時点で移転されるサービス 26,944 22,349

一定の期間にわたり移転されるサービス 753,469 941,881

顧客との契約から生じる収益 780,414 964,230

外部顧客への売上高 780,414 964,230

 

（１株当たり情報）

　１株当たり中間純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり中間純利益及び算定上の基礎は、以下

のとおりであります。

 
前中間会計期間

（自2024年６月１日
至2024年11月30日）

当中間会計期間
（自2025年６月１日
至2025年11月30日）

（１）１株当たり中間純利益 30円07銭 27円89銭

（算定上の基礎）   

中間純利益（千円） 152,175 141,787

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る中間純利益（千円） 152,175 141,787

普通株式の期中平均株式数（株） 5,060,170 5,083,885

（２）潜在株式調整後１株当たり中間純利益 29円64銭 27円61銭

（算定上の基礎）   

中間純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 73,414 50,655

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り中間純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事

業年度末から重要な変動があったものの概要

－ －
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（重要な後発事象）

(自己株式の取得)

当社は、2026年1月14日付の取締役会において、会社法第165条第3項の規定により読み替えて適用される同法第

156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

 

１．自己株式の取得を行う理由

本件は、機動的な資本戦略と資本効率の改善を図ることを目的としております。

将来的なM&Aや資本業務提携等において、対象会社のインセンティブ強化のため取得対価の一部に自己株式を活

用することを想定し、それに備えるためであります。

また、現在の当社株価水準は、当社業績、財政状態等を勘案し、十分に反映されていないとの認識により、資

本効率の改善を図ることを目的としております。

 

２．取得に係る事項の内容

（１）取得対象株式の種類   当社普通株式

（２）取得し得る株式の総数 280,000株（上限）

（３）株式の取得価額の総額 210,000,000円（上限）

（４）取得期間             2026年１月15日～2026年10月31日

（５）取得方法             東京証券取引所における市場買付

 

（注）上記の（２）及び（３）は、それぞれの上限を定めたものであり、この実現を保証するものではなく、

株式市場の動向によっては一部又は全部の取得が行われない可能性があります。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｇｌｏｂｅｅ(E38662)

半期報告書

20/22



 独立監査人の中間財務諸表に対する期中レビュー報告書  

 

2026年１月14日

株式会社Globee

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 島　津　慎一郎

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 上　原　啓　輔

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社Globee

の2025年６月１日から2026年５月31日までの第12期事業年度の中間会計期間（2025年６月１日から2025年11月30日まで）

に係る中間財務諸表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書、中間キャッシュ・フロー計算書及び注記について期

中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企

業会計の基準に準拠して、株式会社Globeeの2025年11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する中間会計期間の

経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められな

かった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行った。期

中レビューの基準における当監査法人の責任は、「中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」に記載されてい

る。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定

を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人

は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

中間財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して中間財務諸表を作成し適正に

表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない中間財務諸表を作成し適正に表示するために

経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

中間財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき中間財務諸表を作成することが適切であるかど

うかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する

必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

EDINET提出書類

株式会社Ｇｌｏｂｅｅ(E38662)

半期報告書

21/22



中間財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から中間財務諸

表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通じて、

職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビュー手

続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、中間財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる企業会計の基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。ま

た、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において中間財務諸表の注記事

項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する中間財務諸表の注記事項が適切でない場合は、中間財務諸表に

対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに入

手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　中間財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠していない

と信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた中間財務諸表の表示、構成及び内容、

並びに中間財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを

評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

 
  
（注）１．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（半期報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．XBRLデータは期中レビューの対象には含まれていません。
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